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東日本高速道路株式会社
関東支社　水戸管理事務所

久慈川橋耐震補強工事

常磐自動車道

契約参考図書

(率計上工事及び概算数量、図面)

・契約参考図書は、率計上工事や概算数量などを提示する資料であり、工事請負

契約書第1条にいう設計図書でない。（請負契約上拘束力はない）

・当該内容は、受注後に協議を開始する項目であるため、内容に関する質問は受

け付けない。





事務所名

縮　　尺

図面の種類

図面番号

設計会社名

施工会社名

久慈川橋耐震補強工事

常磐自動車道

－

率計上工事　数量総括表

久慈川橋耐震補強工事　率計上工事　数量総括表

水戸管理事務所

東日本高速道路株式会社 関東支社

番号

項目番号

項目名称

区分

単位
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護岸撤去復旧工
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1／2 0 8



2／208

2／2 0 8



3／208

3／2 0 8



常磐自動車道

株式会社　長大

久慈川橋

AP1 FRP検査路 撤去工(その３)

図示

久慈川橋耐震補強工事

事務所名

施工会社名

設計会社名

図面の種類

縮　　　尺 図面番号

東日本高速道路株式会社　関東支社

水戸管理事務所

S=1:30久慈川橋 AP1 FRP検査路 撤去工(その３) 4／208

4／2 0 8
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5／2 0 8



6／208

6／2 0 8



7／208

7／2 0 8
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8／2 0 8



9／208

9／2 0 8



10／208

1 0／2 0 8



11／208

1 1／2 0 8



12／208

1 2／2 0 8



13／208

1 3／2 0 8



14／208

1 4／2 0 8



15／208

1 5／2 0 8



16／208

1 6／2 0 8



17／208

1 7／2 0 8



18／208

1 8／2 0 8



19／208

1 9／2 0 8



20／208

2 0／2 0 8



21／208

2 1／2 0 8



22／208

2 2／2 0 8



23／208

2 3／2 0 8



24／208

2 4／2 0 8



25／208

2 5／2 0 8
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2 6／2 0 8
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2 7／2 0 8



28／208

2 8／2 0 8
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2 9／2 0 8
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3 0／2 0 8
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3 1／2 0 8
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3 2／2 0 8



33／208

3 3／2 0 8



34／208

3 4／2 0 8



35／208

3 5／2 0 8



36／208

3 6／2 0 8



37／208

3 7／2 0 8



38／208

3 8／2 0 8
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3 9／2 0 8
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4 0／2 0 8



41／208

4 1／2 0 8
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4 2／2 0 8



43／208

4 3／2 0 8



44／208

4 4／2 0 8



45／208

4 5／2 0 8



46／208

4 6／2 0 8



47／208

4 7／2 0 8



48／208

4 8／2 0 8



49／208

4 9／2 0 8



50／208

5 0／2 0 8



51／208

5 1／2 0 8



52／208

5 2／2 0 8



53／208

5 3／2 0 8



54／208

5 4／2 0 8



55／208

5 5／2 0 8



56／208

5 6／2 0 8



57／208

5 7／2 0 8



58／208

5 8／2 0 8



3200

▽ 1.190(地下水位）

DL=0.000

5
0
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8
6
5
8

▽-5.246(床付け)

張りブロック

1
1
6
0
0

▽2.126(施工時水位）
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護岸撤去復旧(t=150mm)
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既設護岸撤去・復旧(t=150mm)
A=145.39m2
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岸
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ｯｸ
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5
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1 1

6600

1
5
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5
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5
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1
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8
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A=12.05m2(斜率1.414)
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4
0
0
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50
0

6
0
0

1
0
0

400 100100

600

250

250100

1:
1

砕石

既設護岸基礎復旧
A=0.20m2

1700

鋼矢板 ⅤL型

2200

500

既設護岸撤去
A=1.16m2

A=0.42m2

平　面　図

図面の種類

縮　　　尺

設計会社名

施工会社名

事務所名

図面番号

常磐自動車道　
久慈川橋耐震補強工事

東日本高速道路株式会社　関東支社

水戸管理事務所

図示

株式会社　長　大

久慈川橋

1.施工時に必要に応じ現地盤を確認し、

注記

適宜修正を行うこと
   地盤の変状、支障物等がある場合は

P3橋脚 P5橋脚

P5橋脚

既設護岸横断図
P3橋脚

平　面　図

側　面　図

S=1:50

久慈川橋  既設護岸撤去・復旧図(その１) S=1:50

既設護岸撤去・復旧図(その１)

2.護岸基礎コンクリートの仕様は、
18-8-25(BB)とする

59／208

5 9／2 0 8



60／208

6 0／2 0 8



61／208

6 1／2 0 8



62／208

6 2／2 0 8



63／208

6 3／2 0 8



64／208

6 4／2 0 8



65／208

6 5／2 0 8



66／208

6 6／2 0 8



67／208

6 7／2 0 8



68／208

6 8／2 0 8



69／208

6 9／2 0 8



70／208

7 0／2 0 8



71／208

7 1／2 0 8



72／208

7 2／2 0 8



73／208

7 3／2 0 8



74／208

7 4／2 0 8



75／208

7 5／2 0 8



76／208

7 6／2 0 8



77／208

7 7／2 0 8



78／208

7 8／2 0 8



79／208

7 9／2 0 8



80／208

8 0／2 0 8



81／208

8 1／2 0 8



82／208

8 2／2 0 8



83／208

8 3／2 0 8



84／208

8 4／2 0 8



85／208

8 5／2 0 8



86／208

8 6／2 0 8



87／208

8 7／2 0 8



88／208

8 8／2 0 8



89／208

8 9／2 0 8



90／208

9 0／2 0 8



91／208

9 1／2 0 8



92／208

9 2／2 0 8



93／208

9 3／2 0 8



94／208

9 4／2 0 8



95／208

9 5／2 0 8



96／208

9 6／2 0 8



97／208

9 7／2 0 8



98／208

9 8／2 0 8



99／208

9 9／2 0 8



100／208

1 0 0／2 0 8



101／208

1 0 1／2 0 8



102／208

1 0 2／2 0 8



103／208

1 0 3／2 0 8



104／208

1 0 4／2 0 8



105／208

1 0 5／2 0 8



106／208

1 0 6／2 0 8



107／208

1 0 7／2 0 8



108／208

1 0 8／2 0 8



109／208

1 0 9／2 0 8



110／208

1 1 0／2 0 8



111／208

1 1 1／2 0 8



112／208

1 1 2／2 0 8



113／208

1 1 3／2 0 8



114／208

1 1 4／2 0 8



115／208

1 1 5／2 0 8



116／208

1 1 6／2 0 8



117／208

1 1 7／2 0 8



118／208

1 1 8／2 0 8



119／208

1 1 9／2 0 8



120／208

1 2 0／2 0 8



121／208

1 2 1／2 0 8



122／208

1 2 2／2 0 8



茂宮川高架橋 P1(A-ライン 終点側) 排水装置撤去・設置工、新設工 S=1:100

P1

P2側A1側

側 面 図正 面 図

4.22
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GL 4.800

11001200

2300 160
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GL 4.800

3473400

11001200

2300

160

3
46
2
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異径伸縮管

新設 J3
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2
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7
70

8
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9

5
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3
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250

160

取付金具再設置

VP150A排水管再利用

S-1(3カ所)

取付金具

新設 K-1
5

新設

ソケット7

1
23
8

1
51
0

10.530

1-異径伸縮管 J3

新設工

VP150A 排水管 L=2051

撤去・設置工

1

2

7

1-曲管 R1

1-取付金具 K-1

7
00

410

4
70

RC巻立て RC巻立てRC巻立て

継手T-2

4
50

5
73
0

9
00

4
38
0

受桝  

蓋SC-1

蓋C-1

3
27

1
40
3

2
00
0

5
00

3
00

347

エルボ

撤去撤去

撤去

撤去

継手T-1
撤去

500
1250
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517

250

3767

取外し切断線

3
4
8
1
 撤

去

3473400

取外し切断線

2
80

切
断

5
20

2
09
9

1-受桝

1-継手T-1

1-継手T-2

撤去工

VP150A排水管 L=6448

1-蓋SC-1

1-蓋C-1

1. 既設取付金具は原則再利用とする。

注記

2. 現地実測の上、製作のこと。

VP200A排水管 L=280

6-取付金具 S-1

361
8

718

120
0

500

235
0

800

2
00

8
00

3
81

1
15
0

VP150A 曲管

新設 L=1951
R1

VP150A 曲管

新設 L=1580
4 R3

3 1-曲管 R2

4

1-ソケット

6

5

1-取付金具 K-2

10.530

235
0268

300

4
10

2
50

1
60 R450

R450

268
300

468

120
0

取付金具再設置
S-1(3カ所)

取付金具

新設 K-2
6 VP150A 曲管

新設 L=2547
3 R2

1-曲管 R3

1
50

1
50

1
03

3
65

12-BN M12 x 40(2-W)

12-打ち込み式アンカーボルト M12 x 100

3. 特記なき材質は、全てSS400とする。

4. ナットは全て弛み止めナットを使用すること。

   但し、ボルト･ナット及び厚さ3.2mm以下の部材は、

5. 新設部材は、全て溶融亜鉛めっきとする。

   亜鉛の付着量は、JIS H8641 HDZT77とする。

　 HDZT49とする。

12-BN M12 x 40(2-W)

12-打ち込み式アンカーボルト M12 x 100

撤去延長=6.728m

撤去再設置延長=2.051m

新設延長=6.078m

設置図

既設撤去図

事務所名

施工会社名

設計会社名

図面の種類

縮　　　尺 図面番号

東日本高速道路株式会社　関東支社

水戸管理事務所

常磐自動車道

久慈川橋耐震補強工事

図示

株式会社　長大

排水装置撤去・設置工、新設工

茂宮川高架橋 P1(A-ライン 終点側)

123／208

1 2 3／2 0 8



茂宮川高架橋 P2(A-ライン 終点側) 排水装置撤去・設置工、新設工 S=1:100

1. 既設取付金具は原則再利用とする。

注記

2. 現地実測の上、製作のこと。

3. 特記なき材質は、全てSS400とする。

4. ナットは全て弛み止めナットを使用すること。

   但し、ボルト･ナット及び厚さ3.2mm以下の部材は、

5. 新設部材は、全て溶融亜鉛めっきとする。

   亜鉛の付着量は、JIS H8641 HDZT77とする。

　 HDZT49とする。

側 面 図
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1-異径伸縮管 J3

2-45°エルボ

1-VP150A 排水管 L=270

新設工

VP150A 排水管 L=3607

撤去・設置工
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2-曲管 R14
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VP150A排水管再利用

1-受桝

1-継手T-1

1-継手T-2

3-取付金具S-1

撤去工

VP150A排水管 L=3699

1-蓋SC-1

1-蓋C-1

VP200A排水管 L=350

取付金具再設置
S-1(2カ所)

2-取付金具 S-1

4-BN M12 x 40(2-W)

4-打ち込み式アンカーボルト M12 x 100

6

7

正 面 図

2 VP150A 曲管

新設 L=1314

2 VP150A 曲管

新設 L=1314
R14R14

10-BN M12 x 40(2-W)

10-打ち込み式アンカーボルト M12 x 100

撤去延長=4.049m

撤去再設置延長=3.399m

新設延長=3.540m

設置図

既設撤去図

事務所名

施工会社名

設計会社名

図面の種類

縮　　　尺 図面番号

東日本高速道路株式会社　関東支社

水戸管理事務所

常磐自動車道

久慈川橋耐震補強工事

図示

株式会社　長大

排水装置撤去・設置工、新設工

茂宮川高架橋 P2(A-ライン 終点側)
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取外し切断線
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取付金具

新設 S-2
6

VP150A排水管再利用

1-受桝

1-継手T-1

1-継手T-2

3-取付金具S-1

撤去部品

VP150A排水管 L=3699

1-蓋SC-1

1-蓋C-1

茂宮川高架橋 P3(A-ライン 終点側) 排水装置撤去・設置工、新設工 縮尺 1:100

VP200A排水管 L=350

排水装置撤去・設置工、新設工

茂宮川高架橋　P3(A-ライン 終点側)　

取付金具再設置
S-1(2カ所)

 2-取付金具 S-1

再設置部品

設置図

既設撤去図

1. 既設取付金具は原則再利用とする。

注記

2. 現地実測の上、製作のこと。

3. 特記なき材質は、全てSS400とする。

4. ナットは全て弛み止めナットを使用すること。

   但し、ボルト･ナット及び厚さ3.2mm以下の部材は、

5. 新設部材は、全て溶融亜鉛めっきとする。

   亜鉛の付着量は、JIS H8641 HDZT77とする。

　 HDZT49とする。

事務所名

施工会社名

設計会社名

図面の種類

縮　　　尺 図面番号

東日本高速道路株式会社　関東支社

水戸管理事務所

常磐自動車道

久慈川橋耐震補強工事

図示

株式会社　長大
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VP150A排水管再利用

1-受桝

1-継手T-1

1-継手T-2

2-取付金具S-1

撤去部品

VP150A排水管 L=3699

1-蓋SC-1

1-蓋C-1

茂宮川高架橋 P4(A-ライン 終点側) 排水装置撤去・設置工、新設工 S=1:100

VP200A排水管 L=350

排水装置撤去・設置工、新設工

茂宮川高架橋　P4(A-ライン 終点側) 

取付金具再設置
S-1(2カ所)

取付金具再設置
S-1

 3-取付金具 S-1

再設置部品

設置図

既設撤去図

1. 既設取付金具は原則再利用とする。

注記

2. 現地実測の上、製作のこと。

3. 特記なき材質は、全てSS400とする。

4. ナットは全て弛み止めナットを使用すること。

   但し、ボルト･ナット及び厚さ3.2mm以下の部材は、

5. 新設部材は、全て溶融亜鉛めっきとする。

   亜鉛の付着量は、JIS H8641 HDZT77とする。

　 HDZT49とする。

事務所名

施工会社名

設計会社名

図面の種類

縮　　　尺 図面番号

東日本高速道路株式会社　関東支社

水戸管理事務所

常磐自動車道

久慈川橋耐震補強工事

図示

株式会社　長大
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事務所名

施工会社名

設計会社名

図面の種類

縮　　　尺 図面番号

東日本高速道路株式会社　関東支社

水戸管理事務所

常磐自動車道

久慈川橋耐震補強工事

図示

株式会社　長大

排水装置撤去・設置工、新設工

茂宮川高架橋 P5(A-ライン 終点側)
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VP150A排水管再利用
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VP150P 排水管6

新設 L=336 a2

VP150P 排水管5

新設 L=231 a1
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4 2-45°エルボ

5 1-VP150A 排水管 L=231 a1

6 1-VP150A 排水管 L=336 a2

VP150A 排水管 L=2249

撤去・設置工

4-取付金具 S-3

茂宮川高架橋 P5(A-ライン 終点側) 排水装置撤去・設置工、新設工

8-BN M12 x 40(2-W)

8-打ち込み式アンカーボルト M12 x 100

1052

1. 既設取付金具は原則再利用とする。

注記

2. 現地実測の上、製作のこと。

3. 特記なき材質は、全てSS400とする。

4. ナットは全て弛み止めナットを使用すること。

   但し、ボルト･ナット及び厚さ3.2mm以下の部材は、

5. 新設部材は、全て溶融亜鉛めっきとする。

   亜鉛の付着量は、JIS H8641 HDZT77とする。

　 HDZT49とする。

取付金具

新設 K-7
8

1-取付金具 K-78

12-BN M12 x 40(2-W)

12-打ち込み式アンカーボルト M12 x 100

撤去延長=6.176m

撤去再設置延長=2.249m

新設延長=5.457m

設置図

既設撤去図
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2-曲げ管 T-10

2-ソケット

6-取付金具 S-46

1-VP150A 排水管 L=312

1-VP150A 排水管 L=230

VP150A排水管再利用
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ソケット4
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取付金具

新設 S-4
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取付金具再設置
S-3(2カ所)

VP150A排水管再利用
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曲げ菅2
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曲げ菅2

異径伸縮管

新設 J3
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VP150P 排水管 5

新設 L=230

VP150P 排水管 5

新設 L=209

45°エルボ3

1-VP150A 排水管 L=209
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新設 L=312

取外し切断線

取外し切断線
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1-受桝
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6-取付金具S-3

撤去部品

VP150A排水管 L=3418

1-蓋SC-1

1-蓋C-1

茂宮川高架橋 P7(A-ライン 終点側) 排水装置撤去・設置工、新設工 縮尺 1:125

VP200A排水管 L=587

 2-取付金具 S-3

再設置部品

排水装置撤去・設置工、新設工

茂宮川高架橋　P7(A-ライン 終点側) 

設置図

既設撤去図

1. 既設取付金具は原則再利用とする。

注記

2. 現地実測の上、製作のこと。

3. 特記なき材質は、全てSS400とする。

4. ナットは全て弛み止めナットを使用すること。

   但し、ボルト･ナット及び厚さ3.2mm以下の部材は、

5. 新設部材は、全て溶融亜鉛めっきとする。

   亜鉛の付着量は、JIS H8641 HDZT77とする。

　 HDZT49とする。

事務所名

施工会社名

設計会社名

図面の種類

縮　　　尺 図面番号

東日本高速道路株式会社　関東支社

水戸管理事務所

常磐自動車道

久慈川橋耐震補強工事

図示

株式会社　長大
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S=1:125
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茂宮川高架橋 P8(A-ライン 起点側) 排水装置撤去・設置工、新設工

1. 既設取付金具は原則再利用とする。

注記

2. 現地実測の上、製作のこと。

3. 特記なき材質は、全てSS400とする。

4. ナットは全て弛み止めナットを使用すること。

   但し、ボルト･ナット及び厚さ3.2mm以下の部材は、

5. 新設部材は、全て溶融亜鉛めっきとする。

   亜鉛の付着量は、JIS H8641 HDZT77とする。

　 HDZT49とする。
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新設延長=5.993m

設置図

既設撤去図

事務所名

施工会社名

設計会社名

図面の種類

縮　　　尺 図面番号

東日本高速道路株式会社　関東支社

水戸管理事務所

常磐自動車道

久慈川橋耐震補強工事

図示

株式会社　長大

排水装置撤去・設置工、新設工

茂宮川高架橋 P8(A-ライン 起点側)
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事務所名

施工会社名

設計会社名

図面の種類

縮　　　尺 図面番号

東日本高速道路株式会社　関東支社

水戸管理事務所

常磐自動車道

久慈川橋耐震補強工事

図示

株式会社　長大

排水装置撤去・設置工、新設工

茂宮川高架橋 P8(A-ライン 終点側)

茂宮川高架橋 P8(A-ライン 終点側) 排水装置撤去・設置工、新設工 S=1:125
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1. 既設取付金具は原則再利用とする。

注記

2. 現地実測の上、製作のこと。

3. 特記なき材質は、全てSS400とする。

4. ナットは全て弛み止めナットを使用すること。

   但し、ボルト･ナット及び厚さ3.2mm以下の部材は、

5. 新設部材は、全て溶融亜鉛めっきとする。

   亜鉛の付着量は、JIS H8641 HDZT77とする。

　 HDZT49とする。
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設置図

既設撤去図
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事務所名

施工会社名

設計会社名

図面の種類

縮　　　尺 図面番号

東日本高速道路株式会社　関東支社

水戸管理事務所

常磐自動車道

久慈川橋耐震補強工事

図示

株式会社　長大

排水装置撤去・設置工、新設工

茂宮川高架橋 P9(A-ライン 終点側)

茂宮川高架橋 P9(A-ライン 終点側) 排水装置撤去・設置工、新設工 S=1:100

1. 既設取付金具は原則再利用とする。

注記

2. 現地実測の上、製作のこと。

3. 特記なき材質は、全てSS400とする。

4. ナットは全て弛み止めナットを使用すること。

   但し、ボルト･ナット及び厚さ3.2mm以下の部材は、

5. 新設部材は、全て溶融亜鉛めっきとする。

   亜鉛の付着量は、JIS H8641 HDZT77とする。

　 HDZT49とする。
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茂宮川高架橋 P10(A-ライン 終点側) 排水装置撤去・設置工、新設工 S=1:100

 5-取付金具 S-5

再設置部品

排水装置撤去・設置工、新設工

茂宮川高架橋　P10(A-ライン 終点側) 

設置図既設撤去図

1. 既設取付金具は原則再利用とする。

注記

2. 現地実測の上、製作のこと。

3. 特記なき材質は、全てSS400とする。

4. ナットは全て弛み止めナットを使用すること。

   但し、ボルト･ナット及び厚さ3.2mm以下の部材は、

5. 新設部材は、全て溶融亜鉛めっきとする。

   亜鉛の付着量は、JIS H8641 HDZT77とする。

　 HDZT49とする。

事務所名

施工会社名

設計会社名

図面の種類

縮　　　尺 図面番号

東日本高速道路株式会社　関東支社

水戸管理事務所

常磐自動車道

久慈川橋耐震補強工事

図示

株式会社　長大
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茂宮川高架橋 P11(A-ライン 終点側) 排水装置撤去・設置工、新設工 S=1:100

排水装置撤去・設置工、新設工

茂宮川高架橋　P11(A-ライン 終点側) 

 5-取付金具 S-5

再設置部品

設置図既設撤去図

1. 既設取付金具は原則再利用とする。

注記

2. 現地実測の上、製作のこと。

3. 特記なき材質は、全てSS400とする。

4. ナットは全て弛み止めナットを使用すること。

   但し、ボルト･ナット及び厚さ3.2mm以下の部材は、

5. 新設部材は、全て溶融亜鉛めっきとする。

   亜鉛の付着量は、JIS H8641 HDZT77とする。

　 HDZT49とする。

事務所名

施工会社名

設計会社名

図面の種類

縮　　　尺 図面番号

東日本高速道路株式会社　関東支社

水戸管理事務所

常磐自動車道

久慈川橋耐震補強工事

図示

株式会社　長大

133／208
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1-取付金具S-2

茂宮川高架橋 P12(A-ライン 終点側) 排水装置撤去・設置工、新設工 S=1:100

排水装置撤去・設置工、新設工

茂宮川高架橋　P12(A-ライン 終点側) 

 5-取付金具 S-5

再設置部品

設置図既設撤去図

1. 既設取付金具は原則再利用とする。

注記

2. 現地実測の上、製作のこと。

3. 特記なき材質は、全てSS400とする。

4. ナットは全て弛み止めナットを使用すること。

   但し、ボルト･ナット及び厚さ3.2mm以下の部材は、

5. 新設部材は、全て溶融亜鉛めっきとする。

   亜鉛の付着量は、JIS H8641 HDZT77とする。

　 HDZT49とする。

事務所名

施工会社名

設計会社名

図面の種類

縮　　　尺 図面番号

東日本高速道路株式会社　関東支社

水戸管理事務所

常磐自動車道

久慈川橋耐震補強工事

図示

株式会社　長大

134／208
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VP150A排水管 L=4071

1-継手T-2

1-取付金具S-2

茂宮川高架橋 P13(A-ライン 終点側) 排水装置撤去・設置工、新設工 S=1:100

排水装置撤去・設置工、新設工

茂宮川高架橋　P13(A-ライン 終点側) 

 5-取付金具 S-5

再設置部品

設置図既設撤去図

1. 既設取付金具は原則再利用とする。

注記

2. 現地実測の上、製作のこと。

3. 特記なき材質は、全てSS400とする。

4. ナットは全て弛み止めナットを使用すること。

   但し、ボルト･ナット及び厚さ3.2mm以下の部材は、

5. 新設部材は、全て溶融亜鉛めっきとする。

   亜鉛の付着量は、JIS H8641 HDZT77とする。

　 HDZT49とする。

事務所名

施工会社名

設計会社名

図面の種類

縮　　　尺 図面番号

東日本高速道路株式会社　関東支社

水戸管理事務所

常磐自動車道

久慈川橋耐震補強工事

図示

株式会社　長大

135／208
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事務所名

施工会社名

設計会社名

図面の種類

縮　　　尺 図面番号

東日本高速道路株式会社　関東支社

水戸管理事務所

常磐自動車道

久慈川橋耐震補強工事

図示

株式会社　長大

茂宮川高架橋 P14(A-ライン 終点側) 排水装置撤去・設置工 S=1:60

撤去延長=11.085m

撤去再設置延長=11.085m

撤去・再設置図

1. 既設取付金具は原則再利用とする。

注記

排水装置撤去・設置工

茂宮川高架橋 P14(A-ライン 終点側)
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VP150A排水管 L=4071

1-継手T-2

1-取付金具S-2

茂宮川高架橋 P15(A-ライン 終点側) 排水装置撤去・設置工、新設工 S=1:100

排水装置撤去・設置工、新設工

茂宮川高架橋 P15(A-ライン 終点側) 

 5-取付金具 S-5

再設置部品

設置図既設撤去図

1. 既設取付金具は原則再利用とする。

注記

2. 現地実測の上、製作のこと。

3. 特記なき材質は、全てSS400とする。

4. ナットは全て弛み止めナットを使用すること。

   但し、ボルト･ナット及び厚さ3.2mm以下の部材は、

5. 新設部材は、全て溶融亜鉛めっきとする。

   亜鉛の付着量は、JIS H8641 HDZT77とする。

　 HDZT49とする。

事務所名

施工会社名

設計会社名

図面の種類

縮　　　尺 図面番号

東日本高速道路株式会社　関東支社

水戸管理事務所

常磐自動車道

久慈川橋耐震補強工事

図示

株式会社　長大
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1-継手T-2

1-取付金具S-2

茂宮川高架橋 P16(A-ライン 終点側) 排水装置撤去・設置工、新設工 縮尺 1:100

排水装置撤去・設置工、新設工

茂宮川高架橋 P16(A-ライン 終点側) 

 5-取付金具 S-5

再設置部品

設置図既設撤去図

1. 既設取付金具は原則再利用とする。

注記

2. 現地実測の上、製作のこと。

3. 特記なき材質は、全てSS400とする。

4. ナットは全て弛み止めナットを使用すること。

   但し、ボルト･ナット及び厚さ3.2mm以下の部材は、

5. 新設部材は、全て溶融亜鉛めっきとする。

   亜鉛の付着量は、JIS H8641 HDZT77とする。

　 HDZT49とする。

事務所名

施工会社名

設計会社名

図面の種類

縮　　　尺 図面番号

東日本高速道路株式会社　関東支社

水戸管理事務所

常磐自動車道

久慈川橋耐震補強工事

図示

株式会社　長大
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撤去

1-受桝

1-継手T-1

撤去部品

VP150A排水管 L=4071

1-継手T-2

1-取付金具S-2

茂宮川高架橋 P17(A-ライン 終点側) 排水装置撤去・設置工、新設工 S=1:100

 排水装置撤去・設置工、新設工

茂宮川高架橋 P17(A-ライン 終点側)

 5-取付金具 S-5

再設置部品

設置図既設撤去図

1. 既設取付金具は原則再利用とする。

注記

2. 現地実測の上、製作のこと。

3. 特記なき材質は、全てSS400とする。

4. ナットは全て弛み止めナットを使用すること。

   但し、ボルト･ナット及び厚さ3.2mm以下の部材は、

5. 新設部材は、全て溶融亜鉛めっきとする。

   亜鉛の付着量は、JIS H8641 HDZT77とする。

　 HDZT49とする。

事務所名

施工会社名

設計会社名

図面の種類

縮　　　尺 図面番号

東日本高速道路株式会社　関東支社

水戸管理事務所

常磐自動車道

久慈川橋耐震補強工事

図示

株式会社　長大
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撤去

1-受桝

1-継手T-1

撤去部品

VP150A排水管 L=4071

1-継手T-2

1-取付金具S-2

茂宮川高架橋 P18(A-ライン 終点側) 排水装置撤去・設置工、新設工 S=1:100

排水装置撤去・設置工、新設工

茂宮川高架橋 P18(A-ライン 終点側) 

 5-取付金具 S-5

再設置部品

設置図既設撤去図

1. 既設取付金具は原則再利用とする。

注記

2. 現地実測の上、製作のこと。

3. 特記なき材質は、全てSS400とする。

4. ナットは全て弛み止めナットを使用すること。

   但し、ボルト･ナット及び厚さ3.2mm以下の部材は、

5. 新設部材は、全て溶融亜鉛めっきとする。

   亜鉛の付着量は、JIS H8641 HDZT77とする。

　 HDZT49とする。

事務所名

施工会社名

設計会社名

図面の種類

縮　　　尺 図面番号

東日本高速道路株式会社　関東支社

水戸管理事務所

常磐自動車道

久慈川橋耐震補強工事

図示

株式会社　長大
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事務所名

施工会社名

設計会社名

図面の種類

縮　　　尺 図面番号

東日本高速道路株式会社　関東支社

水戸管理事務所

常磐自動車道

久慈川橋耐震補強工事

図示

株式会社　長大

排水装置撤去・設置工、新設工

茂宮川高架橋 P19(A-ライン 終点側)

S=1:100
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茂宮川高架橋 P19(A-ライン 終点側) 排水装置撤去・設置工、新設工
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1. 既設取付金具は原則再利用とする。

注記

2. 現地実測の上、製作のこと。

3. 特記なき材質は、全てSS400とする。

4. ナットは全て弛み止めナットを使用すること。

   但し、ボルト･ナット及び厚さ5mm以下の部材は、

5. 新設部材は、全て溶融亜鉛めっきとする。

   亜鉛の付着量は、JIS H8641 HDZT77とする。

　 HDZT49とする。

12-BN M12 x 40(2-W)

12-打ち込み式アンカーボルト M12 x 100

撤去延長=5.832m

撤去再設置延長=5.356m

新設延長=5.343m

設置図既設撤去図

141／208

1 4 1／2 0 8



S=1:100
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茂宮川高架橋 P20(A-ライン 終点側) 排水装置撤去・設置工、新設工

12-BN M12 x 40(2-W)

12-打ち込み式アンカーボルト M12 x 100

蓋SC-1

蓋C-1
撤去

撤去

300

7 1-取付金具 K-6

取付金具

新設 K-4
6

1. 既設取付金具は原則再利用とする。

注記

2. 現地実測の上、製作のこと。

3. 特記なき材質は、全てSS400とする。

4. ナットは全て弛み止めナットを使用すること。

   但し、ボルト･ナット及び厚さ5mm以下の部材は、

5. 新設部材は、全て溶融亜鉛めっきとする。

   亜鉛の付着量は、JIS H8641 HDZT77とする。

　 HDZT49とする。

12-BN M12 x 40(2-W)

12-打ち込み式アンカーボルト M12 x 100

撤去延長=3.831m

撤去再設置延長=6.784m

新設延長=3.210m

設置図既設撤去図

事務所名

施工会社名

設計会社名

図面の種類

縮　　　尺 図面番号

東日本高速道路株式会社　関東支社

水戸管理事務所

常磐自動車道

久慈川橋耐震補強工事

図示

株式会社　長大

排水装置撤去・設置工、新設工

茂宮川高架橋 P20(A-ライン 終点側)
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撤去部品

VP150A排水管 L=4072

1-継手T-2

1-取付金具S-2

茂宮川高架橋 P21(A-ライン 終点側) 排水装置撤去・設置工、新設工 S=1:100

排水装置撤去・設置工、新設工

茂宮川高架橋 P21(A-ライン 終点側) 

 5-取付金具 S-5

再設置部品

設置図既設撤去図

1. 既設取付金具は原則再利用とする。

注記

2. 現地実測の上、製作のこと。

3. 特記なき材質は、全てSS400とする。

4. ナットは全て弛み止めナットを使用すること。

   但し、ボルト･ナット及び厚さ3.2mm以下の部材は、

5. 新設部材は、全て溶融亜鉛めっきとする。

   亜鉛の付着量は、JIS H8641 HDZT77とする。

　 HDZT49とする。

事務所名

施工会社名

設計会社名

図面の種類

縮　　　尺 図面番号

東日本高速道路株式会社　関東支社

水戸管理事務所

常磐自動車道

久慈川橋耐震補強工事

図示

株式会社　長大
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事務所名

施工会社名

設計会社名

図面の種類

縮　　　尺 図面番号

東日本高速道路株式会社　関東支社

水戸管理事務所

常磐自動車道

久慈川橋耐震補強工事

図示

株式会社　長大

排水装置撤去・設置工、新設工

茂宮川高架橋 P5(B-ライン 終点側)

茂宮川高架橋 P5(B-ライン 終点側) 排水装置撤去・設置工、新設工 S=1:100
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新設

ソケット10

取付金具再設置

VP150A排水管再利用

S-3(2カ所)

取外し切断線
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7
 撤

去
2
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4
48
5

取外し切断線

8
47

切
断

5
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180
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異径伸縮管

新設 J3
1

2
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4
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1
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2

5
00

1
31
3

1
35
8

5
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50

1-受桝

1-継手T-6-1

1-継手T-6-4

2-取付金具S-3

撤去工

VP150A排水管 L=5300

1-蓋SC-1

1-蓋C-1

VP200A排水管 L=847

2 VP150A 曲管

新設 L=2069
R1

取付金具

新設 K-2
8

VP150A 曲管

新設 L=2955
3 R2

取付金具再設置
S-3(2カ所)

3197
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1697

600

658

2539

900

350

2539

900

350

4
80 4
30

50

1-異径伸縮管 J3

新設工

VP150A 排水管 L=2247

撤去・設置工

1

2 1-曲管 R1 4-取付金具 S-3

3 1-曲管 R2

4

1-ソケット

7 1-取付金具 K-1

10.226

1
11

9
08

8-BN M12 x 40(2-W)

8-打ち込み式アンカーボルト M12 x 100

2
30

424124
176
124

新設
45°エルボ4

VP150P 排水管6

新設 L=336 a2

VP150P 排水管5

新設 L=231 a15
75

取付金具S-2b
撤去

桁付金具
残置

180

480

取付金具

新設 K-1
7

50

桁付金具
残置

取付金具

新設 K-3
9

745

R
4
50

R450

1. 既設取付金具は原則再利用とする。

注記

2. 現地実測の上、製作のこと。

3. 特記なき材質は、全てSS400とする。

4. ナットは全て弛み止めナットを使用すること。

   但し、ボルト･ナット及び厚さ5mm以下の部材は、

5. 新設部材は、全て溶融亜鉛めっきとする。

   亜鉛の付着量は、JIS H8641 HDZT77とする。

　 HDZT49とする。

5

1-取付金具 K-2

6

1-取付金具 K-3

2-45°エルボ

1-VP150A 排水管 L=231 a1

1-VP150A 排水管 L=336 a2

8

9

10

1-取付金具S-2b

2
87
0

300

12-BN M12 x 40(2-W)

12-打ち込み式アンカーボルト M12 x 100

撤去延長=6.147m

撤去再設置延長=2.247m

新設延長=5.591m

設置図

既設撤去図
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茂宮川高架橋 P8(B-ライン 起点側) 排水装置撤去・設置工、新設工 S=1:125

側 面 図正 面 図

P8

P9側P7側

5500

1
00
0

9
00

5
82
3

5
00

2
50

1
07
3

3
50

6
50

継手T-6-6

蓋C-1継手T-6-3

803

蓋SC-1

受桝

2397

3
 @
 1
50
0 
= 
45
00

810
1000

7502560

2500 700

エルボ

撤去

撤去

撤去

撤去

撤去

3.480

GL

梯子

10.681

3.480

11.011

GL

11000

8
52
9

8
19
9

正 面 図

1950 1050

3000220

180

取外し切断線

取外し切断線

1
65
9

3
5
5
9
 撤

去
4
16
4

7
27

切
断

1
08
2

7
74

1-受桝

1-継手T-6-3

1-継手T-6-6

撤去工

VP150A排水管 L=5619

1-蓋SC-1

1-蓋C-1

VP200A排水管 L=727

1-異径伸縮管 J3

新設工

VP150A 排水管 L=4118

撤去・設置工

1

2 1-曲管 R3 7-取付金具 S-3

3 1-曲管 R4

5

6

14-BN M12 x 40(2-W)

14-打ち込み式アンカーボルト M12 x 100

4 2-90°エルボ

1-ソケット7

1-VP150A 排水管 L=231 a1

1-VP150A 排水管 L=384 a6

1. 既設取付金具は原則再利用とする。

注記

2. 現地実測の上、製作のこと。

3. 特記なき材質は、全てSS400とする。

4. ナットは全て弛み止めナットを使用すること。

   但し、ボルト･ナット及び厚さ5mm以下の部材は、

5. 新設部材は、全て溶融亜鉛めっきとする。

   亜鉛の付着量は、JIS H8641 HDZT77とする。

　 HDZT49とする。
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5500
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エルボ
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8
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8
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1
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8
87

1
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0

4
36

3
55
9

7
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3

4
16
4

1
30
0

1
70
9

新設
ソケット

VP150A排水管再利用

5
00

1
51
5

取付金具再設置

S-3(3カ所)

側 面 図

P8

P9側P7側

3.480

GL

1950 1050

3000100

7
74

8
87

4
00

2
30

2
00

2
30

680

9
85

5
77
4

9
25

1
52
4

10.705

異径伸縮管

新設 J3
1

VP150A 曲管

新設 L=2460
R32

2556

550
700

900

968

1588

取付金具再設置

S-3(4カ所)

VP150A 曲管

新設 L=3065
R43

7

1
30
0

6
22

3
50

10.705

1
00

3
95

VP150P 排水管5

新設 L=231 a1

VP150P 排水管6

新設 L=384 a6

1
51
5

1
57
0

6000

406

500180

新設
90°エルボ4

180 600

4
95

100 100

6200

5
67
4

5
85
4

8.156
8.336

3200

100

560 220

RC巻立て

RC巻立て RC巻立て

1
00

5
67
4

8.156

14-BN M12 x 40(2-W)

14-打ち込み式アンカーボルト M12 x 100

撤去延長=6.346m

撤去再設置延長=4.118m

新設延長=6.140m

設置図

既設撤去図

事務所名

施工会社名

設計会社名

図面の種類

縮　　　尺 図面番号

東日本高速道路株式会社　関東支社

水戸管理事務所

常磐自動車道

久慈川橋耐震補強工事

図示

株式会社　長大

排水装置撤去・設置工、新設工

茂宮川高架橋 P8(B-ライン 起点側)
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事務所名

施工会社名

設計会社名

図面の種類

縮　　　尺 図面番号

東日本高速道路株式会社　関東支社

水戸管理事務所

常磐自動車道

久慈川橋耐震補強工事

図示

株式会社　長大

排水装置撤去・設置工、新設工

茂宮川高架橋 P8(B-ライン 終点側)

茂宮川高架橋 P8(B-ライン 終点側) 排水装置撤去・設置工、新設工 S=1:125
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2
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正 面 図

12.330
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GL
エルボ
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正 面 図
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RC巻立て

5
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8.336
8.156

GL

1950 1050

3000 200 700

P8

P9側P7側

3.480

取外し切断線

8
25

2
55

切
断

取外し切断線

1000

750

継手T-6-3

撤去
取外し切断線

継手T-6-6

蓋C-1

撤去

撤去

蓋SC-1

撤去

受桝

撤去

4
5
8
5
 撤

去
4
77
4

5
00

1-受桝

1-継手T-6-3

1-継手T-6-6

撤去工

VP150A排水管 L=5038

1-蓋SC-1

1-蓋C-1

VP200A排水管 L=255

16-BN M12 x 40(2-W)

16-打ち込み式アンカーボルト M12 x 100

2
30

7
75

2
00

4431

2681

200 500
1500

981
700

VP150A 曲管

新設 L=1721
R52

新設
ソケット4

異径伸縮管

新設 J3
1

VP150A排水管再利用

VP150A 曲管

新設 L=2945
R63

新設
ソケット4

4
58
5

5
00

4
77
4

4
58
5

1
40
0

1
20
0

1
90
0

VP150A排水管再利用

1
20
0取付金具再設置

S-3(4カ所)

取付金具

新設 K-4

5

取付金具

新設 K-4
5

取付金具

新設 K-4
5

180

4
00

3
50

1
26
8

1
56
7

1
00
0

2
30

2
01
8

80200

RC巻立て RC巻立て

8.156

5
77
4

9
25

3
16
0

1
00

5
67
4

12.341

12.341

1-異径伸縮管 J3

新設工

VP150A 排水管 L=7679

撤去・設置工

1

2 1-曲管 R5 4-取付金具 S-3

3 1-曲管 R6

5

8-BN M12 x 40(2-W)

8-打ち込み式アンカーボルト M12 x 100

4 2-ソケット

6-取付金具 K-4

新設延長=4.666m

撤去延長=5.293m

撤去再設置延長=7.679m

1. 既設取付金具は原則再利用とする。

注記

2. 現地実測の上、製作のこと。

3. 特記なき材質は、全てSS400とする。

4. ナットは全て弛み止めナットを使用すること。

   但し、ボルト･ナット及び厚さ5mm以下の部材は、

5. 新設部材は、全て溶融亜鉛めっきとする。

   亜鉛の付着量は、JIS H8641 HDZT77とする。

　 HDZT49とする。

4-取付金具S-3

設置図

既設撤去図

側 面 図

側 面 図
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取付金具 S=1:25
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5
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30 L3 φ15(支持材側)

15x30長孔(Conn側)

15x30長孔

1-PL  80 x 4.5 x 677

1-PL  80 x 6 x  LL1(SM400A)

1-PL  80 x 6 x 200(SM400A)

2-BN M12 x 40(2-W付)

2-打ち込み式アンカーボルト　M12 x 100

K-2

K-3

K-4

L1 L2 L3 LL1
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430
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302

322
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P1 P5 P8(起点) P19

1
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製作数: N
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5
φ
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5
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5
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25 10 φ15(支持材側)

15x30長孔(Conn側)

15x30長孔

1-PL  80 x 4.5 x 660

1-PL  80 x 6 x  60(SM400A)

1-PL  80 x 6 x 200(SM400A)

2-BN M12 x 40(2-W付)

2-打ち込み式アンカーボルト　M12 x 100

7

K-2～K-9(製作数: N) K-1(製作数: 1)

4

1
64

φ166

製作数：3

ソケット　VP150A

φ165

45
42

45

J3 異径伸縮管　200Ax150A

製作数：5

φ164

φ267

φ214
φ290

5
0.
5

2
30

5
0.
5

製作数：12

S=1:25S=1:25 S=1:25J1 伸縮管　150A

4 4

K-5

K-6
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92

192

442

32

132

382
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192

442

K-2

K-3

K-4

K-5

K-6

1 2

3

P8(終点)

1

1

1

1
2413
5°

166

166 12
4

91
°
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'

166

1
66

168

1
68

製作数：8

S=1:2545°エルボ
製作数：2

S=1:2590°エルボ

1

1. 特記なき材質は、全てSS400とする。

注 記

2. ナットは全て弛み止めナットを使用すること。

3. 部材は、全て溶融亜鉛めっきとする。

   但し、ボルト･ナット及び厚さ5mm以下の部材は、

   亜鉛の付着量は、JIS H8641 HDZT77とする。

　 HDZT49とする。

4. ボルト孔は、めっき付着量を考慮し、

   ボルト径+3mmを標準とする。

K-7 480 372 312 372

K-7 1

K-8 413 305 245 305

K-8

K-9 256 148 88 148

K-9

P2 P9

3

2

茂宮川高架橋 排水装置詳細図 (その1) S=1:50

P1,P2,P5,P8,P9,P19,P20(A-ライン)
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直管詳細図

a1～a5 製作数 : N
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事務所名

施工会社名

設計会社名

図面の種類

縮　　　尺 図面番号

東日本高速道路株式会社　関東支社

水戸管理事務所

常磐自動車道

久慈川橋耐震補強工事

図示

株式会社　長大

排水装置詳細図(その1)

茂宮川高架橋

148／208

1 4 8／2 0 8



図面の種類

縮　　　尺

設計会社名

施工会社名

事務所名

図面番号

常磐自動車道

久慈川橋耐震補強工事

株式会社　長大

東日本高速道路株式会社　関東支社

水戸管理事務所

図示

A-LINE

符号 製作数

T-1

T-2

T-3

P3 P4 P7 P10 P11 P13 P15 P16 P18 P21P12 P17

エルボ

 J1

 J3
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1
64

φ166

J1 伸縮管　150A

製作数：9個
ソケット　VP150A

φ165

45
42

45

継手 VP150A

製作数：26個

VU45°エルボ

12
4

1
2413

5°

φ166

φ
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J3 異径伸縮管　200Ax150A

製作数：4個

φ164

φ267

φ214
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5
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製作数：26個

1
32

6
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1
32

6
50
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50 R4

50

110°

103°

T-1 VP150A

製作数：4個

T-2 VP150A

製作数：18個

1
32

6
50

φ166

T-3 VP150A

製作数：2個

R4
50

750

117°

22

2

2

1

排水装置詳細図(その2)

茂宮川高架橋

2

2

2

1

1
32

6
50

φ166

T-4 VP150A

製作数：2個

R4
50

750

117°

2

B-LINE

茂宮川高架橋 排水装置詳細図(その2)
P3,P4,P7,P10,P11,P12,P13,P15,P16,P17,P18,P21(A-ライン), P7(B-ライン)

加工管詳細図
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A-LINE

取付金具　S-1
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2-14x30長穴
2-φ14穴(バンド側)

2-14x30長穴

1-PL 80x4.5x647(SS400)

1-PL 80x6.0x200(SS400)

2-BN M12x40(2-W)

2-アンカーボルト M12 x100

1-1L 80x6.0x 73(SS400)

4
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φ
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4
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20
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20

80

60

73

再設置数:5個

図面の種類

縮　　　尺

設計会社名

施工会社名

事務所名

図面番号

常磐自動車道

久慈川橋耐震補強工事 

株式会社　長大

東日本高速道路株式会社　関東支社

水戸管理事務所

図示

符号

S-1

新規製作数

S-2

S-3

S-4

S-6

再設置数 P3 P4 P7 P10 P11 P13 P15 P16 P18 P21P12 P17

S-5

L型

P7

(2)

4

(3)

3

(5)

1

(5)

1

(5)

1

(5)

1

(5)

1

(5)

1

(5)

1

(5)

1

(5)

1

5

7

12

9

4

45

取付金具　S-6

新規製作数:9個

2-PL 80x4.5x401(SS400)

1-PL 80x6.0x200(SS400)

1-PL 80x6.0x1287(SS400)(折れ加工)

4-BN M12x40(2-W)

2-アンカーボルト M12 x100

6

1
38

25

94

6

100

50 100 50

200

40
40

80
79

30
49

30 38 174 38 30

310

4
.5

4
.5

4
.5

φ
1
65

4
.5

6

1149

1244

2-14x30長穴

20
40

20

80

2-φ14穴2-14x30長穴
2-φ14穴(バンド側)

80

30

取付金具　S-3

80

147 6

180

50
1
00

50

2
00

40 40

80

2-14x30長穴
2-φ14穴(バンド側)

2-14x30長穴

1-PL 80x4.5x647(SS400)

1-PL 80x6.0x200(SS400)

2-BN M12x40(2-W)

2-アンカーボルト M12 x100

1-1L 80x6.0x 90(SS400)

4
.5

φ
1
65

4
.5

30

267

60

30

20
40

20

80

60

90

再設置数:4個

取付金具　S-5

80

147 6

160

50
1
00

50

2
00

40 40

80

2-14x30長穴
2-φ14穴(バンド側)

2-14x30長穴

1-PL 80x4.5x647(SS400)

1-PL 80x6.0x200(SS400)

2-BN M12x40(2-W)

2-アンカーボルト M12 x100

1-1L 80x6.0x 70(SS400)

4
.5

φ
1
65

4
.5

30

247

60

30

20
40

20

80

60

70

再設置数:45個

20
40

20

80

取付金具 S-4

50
1
00

50

2
00

40 40

80

20
40

20

80

2-φ14穴
2-14x30長穴
2-φ14穴(継板側)

2-14x30長穴
2-φ14穴(バンド側)

2-14x30長穴

2-PL 80x4.5x401(SS400)

1-PL 80x6.0x200(SS400)

1-PL 80x6.0x80(SS400)

6-BN M12x40(2-W)

2-アンカーボルト M12 x100

1-PL 80x6.0x 309(SS400)

30 249 30

309 26

30 38 174 38 30

310 189

30 50

680

585

309 264
.5

φ
1
65

4
.5

4
.5

4
.5

430

新規製作数:12個

20
40

20

80

取付金具 S-2

50
1
00

50

2
00

40 40

80

20
40

20

80

2-φ14穴
2-14x30長穴
2-φ14穴(継板側)

2-14x30長穴
2-φ14穴(バンド側)

2-14x30長穴

2-PL 80x4.5x401(SS400)

1-PL 80x6.0x200(SS400)

1-PL 80x6.0x80(SS400)

6-BN M12x40(2-W)

2-アンカーボルト M12 x100

1-PL 80x6.0x 292(SS400)

30 232 30

292 26

30 38 174 38 30

310 172

30 50

680

568

292 264
.5

φ
1
65

4
.5

4
.5

4
.5

413

新規製作数:7個

1
60

(2)

6

排水装置詳細図(その3)

茂宮川高架橋

(2)

6

B-LINE

茂宮川高架橋 排水装置詳細図(その3)
P3,P4,P7,P10,P11,P12,P13,P15,P16,P17,P18,P21(A-ライン), P7(B-ライン)

取付金具詳細図

S=1:25

1. 特記なき材質は、全てSS400とする。

注 記

2. ナットは全て弛み止めナットを使用すること。

3. 部材は、全て溶融亜鉛めっきとする。

   但し、ボルト･ナット及び厚さ5mm以下の部材は、

   亜鉛の付着量は、JIS H8641 HDZT77とする。

　 HDZT49とする。

4. ボルト孔は、めっき付着量を考慮し、

   ボルト径+3mmを標準とする。

150／208
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取付金具 S=1:25

4.
5
φ
16
5
4.
5

2
00

50
1
00

50

40 40

80
L1

80

20
40

20

L2 6

3030 L3 φ15(支持材側)

15x30長孔(Conn側)

15x30長孔

1-PL  80 x 4.5 x 677

1-PL  80 x 6 x  LL1(SM400A)

1-PL  80 x 6 x 200(SM400A)

2-BN M12 x 40(2-W付)

2-打ち込み式アンカーボルト　M12 x 100

15

4

K-1,K-2,K-4(製作数 :N)

4

1
64

φ166

ソケット　VP150A J3 異径伸縮管　200Ax150A

製作数：3

φ164

φ267

φ214

φ290

5
0.
5

2
30

5
0.
5

製作数：4

S=1:25S=1:25

745

1010542.5182.5112.5

112.5
10
60

3
0°

4.
5
φ
21
6
4.
5

80

20
40

20

60 50

3030

φ15(支持材側)

15x30長孔(Conn側)

10

20
20
10

745

10112.5

φ15孔

残置桁付金具

残置桁付金具

100 100 10

21

1-PL  80 x 4.5 x 832

2-PL  101 x 9 x  620

4-BN M12 x 40(2-W付)

2-BN M12 x 50(2-W付)

1
01

K-3 (製作数 :N)

1. 特記なき材質は、全てSS400とする。

注 記

2. ナットは全て弛み止めナットを使用すること。

3. 部材は、全て溶融亜鉛めっきとする。

   但し、ボルト･ナット及び厚さ5mm以下の部材は、

   亜鉛の付着量は、JIS H8641 HDZT77とする。

　 HDZT49とする。

4. ボルト孔は、めっき付着量を考慮し、

   ボルト径+3mmを標準とする。1
2413
5°

166

166 12
4

91
°
10
'

166

1
66

168

1
68

製作数：2

S=1:2545°エルボ
製作数：2

S=1:2590°エルボ

430 322 262 322

P5 P8(起点)

製作数: N

200 92 32 92

K-1

K-2

K-4

P8(終点)

480 372 312 372K-1

K-2

K-4

L1 L2 L3 LL1

1

1

6

K-3 1

茂宮川高架橋 排水装置詳細図 (その4) S=1:50

P5,P8 (B-ライン)

1
36
5

790

φ
1
65

R450

33.
36%

2539
900

350

1289

33.
36%

2539

132

900

350

1289

132

50

φ165

37.0%

1
42
6

1100

φ
1
6
5

R4
50

1588

132

1
37
0

R4
50

37.0%

φ165

4
98

R1 製作数 : 1 R2 製作数 : 1 R3 製作数 : 1 R4 製作数 : 1

加工管詳細図

R
4
50

R
4
50

φ
1
65

L1

直管詳細図

a1～a5 製作数 : N

a1

L1 N

231

336

384

2

1

1

a2

a6

6
22

3
50

3
98

1
37
0

500

6
22

3
50

3
98

R45
0

R45
0

748

1
05
0

37.81%

R5 製作数 : 1 R6 製作数 : 1

φ
1
65

R4
50

R4
50

1000
132

2
01
6

1
26
8

3
50

3
98

φ165

2
01
6

3
98

3
50

1
26
8

80

R450

R450

事務所名

施工会社名

設計会社名

図面の種類

縮　　　尺 図面番号

東日本高速道路株式会社　関東支社

水戸管理事務所

常磐自動車道

久慈川橋耐震補強工事

図示

株式会社　長大

排水装置詳細図(その4)

茂宮川高架橋
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茂宮川高架橋 A1(A-ライン) 既設耐震連結装置 撤去工
（アンカーバー切断・コンクリート撤去）

2. 施工数量については、現地再確認を行った上、監督職員の承諾を得て決定すること。

現地状況を十分把握し、併せて監督職員の承諾を得た上で実施すること。

1. 図中の補修計画は、既存点検データ、現地踏査に基づくものであるが、工事に際しては

注記)

事務所名

施工会社名

設計会社名

図面の種類

縮　　　尺 図面番号

東日本高速道路株式会社　関東支社

水戸管理事務所

常磐自動車道

久慈川橋耐震補強工事

株式会社　長大

茂宮川高架橋  

A1(A-ライン) 既設耐震連結装置 撤去工

図示

1251.5 4@2503=10012 1251.5 2871

2871

1251.54@2503=100121251.5

7
0
1

3
9
9

1
1
0
0

1000

2
3
0

1000

コンクリート撤去

          アンカーバー切断

（1000×500×230,5箇所）

平 面 図

断 面 図 

6
0
0

5@2503=12515

50 900 50

S=1:30

S=1:30

5
0
0

2@300=600200 200

6
0
0

7
0
0

300 500 300

A - A

正 面 図 側 面 図 平 面 図

1000

2
3
0

5
5
0

1
5
1

3
9
9

3
0
0

5
0
0

3
0
0 200 2@300=600 200

1000

550

1100

550

A

2
3
0

アンカーバー切断・コンクリート撤去断面修復詳細図

ガス切断 
アンカーバーφ40

3
7
0

3
7
0

6
0
0

ガス切断 
アンカーバーφ40

コンクリート撤去

A

B

B

B - B

1
0
0

（1000×500×230,1箇所）

1
0
0

S=1:10

コンクリート撤去

（1000×500×230,1箇所）

コンクリート撤去

（1000×500×230,1箇所）

3
0

3
0

断面修復（モルタル注入）
はつり、アンカーボルト切断後

断面修復（モルタル注入）
はつり、アンカーボルト切断後
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常磐自動車道

株式会社　長大

茂宮川高架橋 P1(A-ライン)

既設耐震連結装置 撤去工(その１)

図示

久慈川橋耐震補強工事

事務所名

施工会社名

設計会社名

図面の種類

縮　　　尺 図面番号

東日本高速道路株式会社　関東支社

水戸管理事務所

茂宮川高架橋 P1(A-ライン) 既設耐震連結装置 撤去工(その１)

構造詳細図 縮尺 1:15

⑨ 連結ピン
縮尺 1:20

A1 アンカーボルト橋台位置図 縮尺 1:150

P1 アンカーボルト橋脚位置図 縮尺 1:150

⑭ アンカーボルト
縮尺 1:20

【G1,G3,G5,G6 桁用】
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常磐自動車道

株式会社　長大

茂宮川高架橋 P1(A-ライン)

既設耐震連結装置 撤去工(その２)

図示

久慈川橋耐震補強工事

事務所名

施工会社名

設計会社名

図面の種類

縮　　　尺 図面番号

東日本高速道路株式会社　関東支社

水戸管理事務所

茂宮川高架橋 P1(A-ライン) 既設耐震連結装置 撤去工(その２)
【G2 桁用】

⑩ 連結ピン
縮尺 1:20

A1 アンカーボルト橋台位置図 縮尺 1:150

P1 アンカーボルト橋脚位置図 縮尺 1:150

⑮ アンカーボルト
縮尺 1:20

構造詳細図 縮尺 1:15
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常磐自動車道

株式会社　長大

茂宮川高架橋 P1(A-ライン)

既設耐震連結装置 撤去工(その3)

図示

久慈川橋耐震補強工事

事務所名

施工会社名

設計会社名

図面の種類

縮　　　尺 図面番号

東日本高速道路株式会社　関東支社

水戸管理事務所

茂宮川高架橋 P1(A-ライン) 既設耐震連結装置 撤去工(その3)
【G4 桁用】

⑩ 連結ピン
縮尺 1:20

A1 アンカーボルト橋台位置図 縮尺 1:150

P1 アンカーボルト橋脚位置図 縮尺 1:150

⑮ アンカーボルト
縮尺 1:20

構造詳細図 縮尺 1:15
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（アンカーボルト切断・断面修復）

2. 施工数量については、現地再確認を行った上、監督職員の承諾を得て決定すること。

現地状況を十分把握し、併せて監督職員の承諾を得た上で実施すること。

1. 図中の補修計画は、既存点検データ、現地踏査に基づくものであるが、工事に際しては

注記)

茂宮川高架橋 P1(A-ライン) 既設耐震連結装置 撤去工(その４)

常磐自動車道

株式会社　長大

茂宮川高架橋 P1(A-ライン)

既設耐震連結装置 撤去工(その４)

図示

久慈川橋耐震補強工事

事務所名

施工会社名

設計会社名

図面の種類

縮　　　尺 図面番号

東日本高速道路株式会社　関東支社

水戸管理事務所

8
0
1

G1G2G3G4G5G6

825 5@2970=14850 825

16500

1
7
0
6

正 面 図 S=1:30

P1橋脚(A-ライン)

100

1
0
0

100

1
0
0

1
0
0

1
0
0

100 100

3.0％

100 100

100 100

1
0
0

1
0
0

1
0
0

1
0
0

断面修復（100×100,4箇所）
はつり、アンカーボルト切断後

（耐震連結装置撤去後
　アンカーボルト突出部）

100 100

100 100

1
0
0

1
0
0

1
0
0

1
0
0

100 100

100 100

1
0
0

1
0
0

1
0
0

1
0
0

100 100

100 100

1
0
0

1
0
0

1
0
0

1
0
0

100 100

100 100

1
0
0

1
0
0

1
0
0

1
0
0

1200

5
0

4
0
0

5
0

5
0
0

50 135

1
0
0

50 135

150

100 100160(311)[253]
50

360(511)[453]

50260(411)[353]

1
0
0

1
0
0

5
0
0

4
0
0

5
0

5
0

100 100

300

1
0
0

5
0

2
6
0
(
4
1
1
)
[
3
5
3]

5
0

3
6
0
(
5
1
1
)
[
4
5
3]

50 135

50 135

1
0
0

1
0
0

3001200 150

アンカーボルト切断・断面修復詳細図 S=1:10

G1,(G2),G3,[G4],G5,G6 桁 用

A - A
A

A

・断面修復 100x100 4箇所
・アンカーボルト切断 4箇所
・はつり 100x100 4箇所

(ポリマーセメントモルタル)

ガス切断 ※

・断面修復 100x100 4箇所
・はつり 100x100 4箇所

(ポリマーセメントモルタル)

アンカーボルトφ42

N=6

平 面 図

ガス切断 ※

※ アンカーボルト切断面は、断面修復
   の際に防錆処理を行うこと。

・断面修復 100x100 4箇所
・はつり 100x100 4箇所

(ポリマーセメントモルタル)

アンカーボルトφ42

橋 脚 側 桁　側

側 面 図断 面 図

120

注( )内寸法はG2桁を示す。

120

  [ ]内寸法はG4桁を示す。

G1

G2

G3

G4

G5

G6

平 面 図 S=1:150
P1 P2

1200
150

アンカーボルト切断・断面修復

（パラペット：耐震連結装置用
　　　　　　　アンカーボルト部）
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常磐自動車道

株式会社　長大

茂宮川高架橋 P3(A-ライン)

既設耐震連結装置 撤去工(その１)

図示

久慈川橋耐震補強工事

事務所名

施工会社名

設計会社名

図面の種類

縮　　　尺 図面番号

東日本高速道路株式会社　関東支社

水戸管理事務所

茂宮川高架橋 P3(A-ライン) 既設耐震連結装置 撤去工(その１)

構造詳細図 縮尺 1:15

【外桁用】
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常磐自動車道

株式会社　長大

茂宮川高架橋 P3(A-ライン)

既設耐震連結装置 撤去工(その２)

図示

久慈川橋耐震補強工事

事務所名

施工会社名

設計会社名

図面の種類

縮　　　尺 図面番号

東日本高速道路株式会社　関東支社

水戸管理事務所

茂宮川高架橋 P3(A-ライン) 既設耐震連結装置 撤去工(その２)

補強支材詳細図 縮尺 1:100

【内桁用】

構造詳細図 縮尺 1:15
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常磐自動車道

株式会社　長大

茂宮川高架橋 

P5(A-ライン)既設耐震連結装置 撤去工

図示

久慈川橋耐震補強工事

事務所名

施工会社名

設計会社名

図面の種類

縮　　　尺 図面番号

東日本高速道路株式会社　関東支社

水戸管理事務所

茂宮川高架橋 P5(A-ライン) 既設耐震連結装置 撤去工

補強支材詳細図

縮尺 1:100 縮尺 1:15

スカーラップ詳細図 縮尺 1:20 連結ピン詳細図 縮尺 1:15
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（アンカーバー切断・コンクリート撤去）

2. 施工数量については、現地再確認を行った上、監督職員の承諾を得て決定すること。

現地状況を十分把握し、併せて監督職員の承諾を得た上で実施すること。

1. 図中の補修計画は、既存点検データ、現地踏査に基づくものであるが、工事に際しては

注記)

事務所名

施工会社名

設計会社名

図面の種類

縮　　　尺 図面番号

東日本高速道路株式会社　関東支社

水戸管理事務所

常磐自動車道

久慈川橋耐震補強工事

株式会社　長大

茂宮川高架橋 P8(A-ライン) 既設耐震連結装置 撤去工

茂宮川高架橋  

P8(A-ライン) 既設耐震連結装置 撤去工

図示

970.6 970.6 1941.2 970.6 1941.2 970.6 970.6

8735.4

970.6 1941.2 970.6 1941.2 970.6

7
2
5

3
2
5

1
0
5
0

4
0
5

400

4
0
0

400

平 面 図

断 面 図 

コンクリート撤去
アンカーバー切断

（400×400×405,6箇所）

970.6 970.6

S=1:30

S=1:30

コンクリート　撤去

（400×400×405,6箇所）

325

125 400 525

725

5
7
0

4
2
5

5
0

5
7
0

4
0
5

4
2
5

5
0

A - A

正 面 図 側 面 図

アンカーバー切断・コンクリート撤去断面修復詳細図

N=6

B - B

ガス切断 ※
アンカーバーφ55

コンクリート撤去

（400×400×405,1箇所）

4
0
5

8
3
0

8
3
0

400

3
2
5

1
2
5

4
0
0

5
2
5

7
2
5

平 面 図

A A

B

B

コンクリート撤去

（400×400×405,1箇所） 400

S=1:10

コンクリート撤去

（400×400×405,1箇所）

ガス切断 ※
アンカーバーφ55

3
0 3
0

断面修復（モルタル注入）
はつり、アンカーボルト切断後

断面修復（モルタル注入）
はつり、アンカーボルト切断後
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常磐自動車道

株式会社　長大

茂宮川高架橋 P5(B-ライン)

既設耐震連結装置 撤去工(その１)

図示

久慈川橋耐震補強工事

事務所名

施工会社名

設計会社名

図面の種類

縮　　　尺 図面番号

東日本高速道路株式会社　関東支社

水戸管理事務所

茂宮川高架橋 P5(B-ライン) 既設耐震連結装置 撤去工(その１)

腹板配置図 縮尺 1:20

縮尺 1:15
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常磐自動車道

株式会社　長大

茂宮川高架橋 P5(B-ライン)

既設耐震連結装置 撤去工(その２)

図示

久慈川橋耐震補強工事

事務所名

施工会社名

設計会社名

図面の種類

縮　　　尺 図面番号

東日本高速道路株式会社　関東支社

水戸管理事務所

茂宮川高架橋 P5(B-ライン) 既設耐震連結装置 撤去工(その２)

縮尺 1:15

取付位置 縮尺 1:50
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必要縁端距離

橋脚前面

4
4
0

G10 - L G10 - R G20 - L G20 - R

∅4
5（

削
孔径)

3000 3000 3000

6
0
0

1
1
0
0

9
0
0

0.3%

2
6
0
0

P5P4 P6

375 350 375 1470

6
0
0

1
2
0
01
8
0
0

1
0

1
0

350

5
2
8

1
0

2
8

6
3
0

水抜き用リブ

900

30000 29950 56609 63000 47041
PA7PA6

800

30500 30500 29950 47041 63000 56609

PB7 P8PB6P5P4P3

CL

B-ライン 

A-ライン 

(下り線)

(上り線)

至 東京 至　水戸

P2

支承移動制限取替

90950 1100 166650 1250

59950 1100 166650 1250

配置図

終点(A2)側

40～170

1090～1220

G10 - R G20 - L G20 - R

120

715710710715

120 2850

5602850560
1985 1985

120

715 710 710 715

120

485

G10

2850 485
19101910

水抜き用リブ

D16
G10 - L

120 2850 120

1
0
5
2
8

2
8

6
3
0

4
3

1202850120

1
05
2
8

2
8

6
3
0

4
1

B-ライン

(下り線)

700 10250 950

11900

3.0%

3.0%

t
6
3
0

2
81
0

1
1
7 2
4
07
5

2
6
0
0

▽Z

▽Z'

構造高表
橋脚 P5（終点側）

ライン 下り線（B-ライン）

主桁 G10 G20

Z 路面計画高 14007 14182

内訳 舗装厚 75 75

床版厚 240 240

ハンチ高 117 117

腹板高 2600 2600

下フランジ厚 10 10

ソールプレート厚 28 28

沓高 630 630

H 内訳合計 3700 3700

Z - H 沓座高 10307 10482

t モルタル厚 43 41

Z' 下部工天端高 10264 10441

7
0

1
0
0

必要縁端距離

S=440mm

1910 1910
1985 1985

3
0

3
0

485 485

3
0

3
0

2
6
0
0

断面図

平面図

側面図

G10

S

P6

P4

89
°
18
'5
8"

G20

89
°
18
'5
8"

1910 1910

1
7
0

4
0 7
0

1
0
0

1985 1985

90
°
0'
0"

90
°
0'
0"

90
°
0'
0"

90
°
0'
0"

560 560

2850

G20

D35（削孔φ45）
（樹脂定着）

D35（削孔φ45）
（樹脂定着）

D35（削孔φ45）
（樹脂定着）

D35（削孔φ45）
（樹脂定着）

（既設図面 上部工線形図、各種詳細図より）
89
°
18
'5
8"

1
7
0

4
0

3
0

3
0

3
03
0

鋼製架台配置 縮尺 1:30

茂宮川高架橋 P5(B-ライン)既設変位制限装置撤去工（その１）

設計条件
死荷重反力

設計水平震度

設計荷重

設置箇所数

変位制限用ピン径

設計移動量

2636 kN Rd

1186 kN 1.5・kh・Rd

kh=0.30

4 基

±105mm

φ105

材料表
項　目

変位制限用ピン

アンカーボルト D35

単位 数量

基 4

本

本

適用

L=690mm

φ105(φ80)4

48

上部工連結板

下部工鋼製架台 基 4

縮尺 1:80

注) 本変位制限装置は既設支承の移動制限の代替装置であり、遊間量は既設支承の必要遊間量を

　　確保するものである。また、損傷せずに残存している既設サイドブロックについても、損傷

　　したものとして取扱う。

排水管
VP200A

排水管
VP200A

排水支持金具

745

図面の種類

縮　　　尺

設計会社名

施工会社名

事務所名

図面番号図示

常磐自動車道

久慈川橋耐震補強工事

東日本高速道路株式会社　関東支社

水戸管理事務所

株式会社 長大

茂宮川高架橋P5(B-ライン)

既設変位制限装置撤去工(その1)

G20
G10
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2
5

3
5
0

2
5

4
0
0

25 350 25

400

2-2

縦型緩衝ピン詳細図

26

2
5

∅12

80

2

5
φ260

4

30

1-スペーサー

145

1-ナット(一種) M100 (SS400)

1-割りピン

1

φ109

φ260

3

25

1-ワッシャー

φ260(φ171）×30t(ゴム)

φ13x160(SUS304)

φ260(φ109)×25t(SS400)

アンカーボルト詳細図

※アンカーボルトはネジ切り部のみ溶融亜鉛めっきを施すものとする。

樹脂注入材

D35

690

10560（埋込長）

M
3
3

φ
4
5

570（削孔長）

ねじ切り長

(必要定着長で決定)

∅1
07

(φ105)

H

下フランジ

12 - D35 x 690 (1種N.3種N.W) (M33 x 120)

N=4

N=4

鋼製架台 寸法表

縦型緩衝ピンφ105  寸法表

側面図

1

2

1

2

2
2

g
2

1
0
0

3
8

5
0

g
3

50 350 50

400

650

g
1

鋼製架台詳細図

φ107

φ125FP

10

g

6

50 50

3
0

調
整

モ
ル

タ
ル

桁
下

高

材料表
項　目

変位制限用ピン

鋼製架台

単位 数量

t 0.276

本

適用

φ105(φ80)1

（1基あたり）

アンカーボルト D35 本 L=690mm12

SM490

∅13

M100

75

（クロロプレンゴム）
外面保護層

83

φ
1
7
0

k

緩衝機能層　
（クロロプレンゴム）

26

1-変位制限用ピン  φ105 x i (S45CN)

j

i

φ
1
0
5

110

4 4

M100

φ
8
0

橋座天端

15C埋戻し

9

12
12 60°

4
シール溶接
開先の逆側(箱内)は

130

120

160

取付詳細 縮尺=1:10

Web

L.Flg

上部工連結板

現場調整PL

下部工鋼製架台

1

3
52

4

7

(SD345)

面取り加工詳細図

一般部

上部工連結板

2R

添接部

上部工連結板、現場調整PL等 2R

上部工連結板、既設下フランジ等

注）面取り加工は新設部材のみとし、既設部材には施さない。

11

B-LINE（下り線）

G10 G20

L R L R

桁下高 H

架台高 g

g1

g2

g3

平均

-

B-LINE（下り線）

G10 G20

L R L R

k 194 194 194 194

j

i

平均

194

763 641 733 637 694

611 489 581 485

551 429 521 425 482

451 329 421 325 382

401 279 371 275 332

607 486 578 481 538

884 763 855 758 815

3
0

182

φ109

モルタル

図面の種類

縮　　　尺

設計会社名

施工会社名

事務所名

図面番号図示

常磐自動車道

久慈川橋耐震補強工事

東日本高速道路株式会社　関東支社

水戸管理事務所

株式会社 長大

茂宮川高架橋P5(B-ライン)

既設変位制限装置撤去工(その２)

茂宮川高架橋 P5(B-ライン)既設変位制限装置撤去工（その２） 縮尺 1:15

50

1
0
0

断面修復（100×100,12箇所）
はつり、アンカーボルト切断後

（耐震連結装置撤去後
　アンカーボルト突出部）

164／208

1 6 4／2 0 8



L＜90の場合

めっき抜き孔詳細図

L

A-LINE(上り線)側B-LINE(下り線)側

L≧90の場合

L

A-LINE(上り線)側B-LINE(下り線)側

AA

L

L

30

30

1-めっき抜き孔

φ24.5

1-めっき抜き孔

φ24.5

A - A

4
5

3
0

1-めっき抜き孔

φ24.5

1-めっき抜き孔

φ24.5
(P4側のみ)

(P6側のみ)
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1-めっき抜き孔

φ24.5

1-めっき抜き孔

φ24.5

4
5

3
0

1-めっき抜き孔

φ24.5

1-めっき抜き孔

φ24.5
(P4側のみ)

(P6側のみ)

BB

B - B

S

P6

P4

S

P6

P4

めっき抜き孔
φ24.5

めっき抜き孔
φ24.5

めっき抜き孔

φ24.5

めっき抜き孔
φ24.5

めっき抜き孔
φ24.5

めっき抜き孔
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7
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7
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7
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N=1

 1 - BASE PL 715 x 22 x 693 (SM490A)

 4 -      PL 328 x 22 x 429 (SM490A)

 2 - RIB  PL 119 x 22 x 329 (SM490A)

 2 - RIB  PL 135 x 22 x 329 (SM490A)

 2 - RIB  PL 141 x 22 x 329 (SM490A)

 2 - RIB  PL 138 x 22 x 329 (SM490A)

 1 - TOP  PL 400 x 38 x 400 (SM490YB)

 1 - NUT  M100 (SS400)
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3
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N=1

 1 - BASE PL 714 x 22 x 902 (SM490A)

 4 -      PL 328 x 22 x 521 (SM490A)

 2 - RIB  PL 225 x 22 x 421 (SM490A)

 2 - RIB  PL 242 x 22 x 421 (SM490A)

 2 - RIB  PL 134 x 22 x 421 (SM490A)

 2 - RIB  PL 139 x 22 x 421 (SM490A)

 1 - TOP  PL 400 x 38 x 400 (SM490YB)

 1 - NUT  M100 (SS400)
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N=1

 1 - BASE PL 736 x 22 x 668 (SM490A)

 4 -      PL 328 x 22 x 425 (SM490A)

 2 - RIB  PL 113 x 22 x 325 (SM490A)

 2 - RIB  PL 110 x 22 x 325 (SM490A)

 2 - RIB  PL 120 x 22 x 325 (SM490A)

 2 - RIB  PL 185 x 22 x 325 (SM490A)

 1 - TOP  PL 400 x 38 x 400 (SM490YB)

 1 - NUT  M100 (SS400)
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φ43孔（M33）
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橋軸直角方向

橋
軸

方
向
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2
.
5
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めっき抜き孔
φ24.5

めっき抜き孔
φ24.5
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2
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8
3
.
5

7
9

195

2
7
5

1
3
0

2
9
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288 188

N=1

 1 - BASE PL 695 x 22 x 671 (SM490A)

 4 -      PL 328 x 22 x 551 (SM490A)

 2 - RIB  PL 119 x 22 x 451 (SM490A)

 2 - RIB  PL 113 x 22 x 451 (SM490A)

 2 - RIB  PL 136 x 22 x 451 (SM490A)

 2 - RIB  PL 122 x 22 x 451 (SM490A)

 1 - TOP  PL 400 x 38 x 400 (SM490YB)

 1 - NUT  M100 (SS400)

4
4

図面の種類

縮　　　尺

設計会社名

施工会社名

事務所名

図面番号図示

常磐自動車道

久慈川橋耐震補強工事

東日本高速道路株式会社　関東支社

水戸管理事務所

株式会社 長大

茂宮川高架橋P5(B-ライン)

既設変位制限装置撤去工(その３)

茂宮川高架橋 P5(B-ライン)既設変位制限装置撤去工（その３）縮尺 1:15

断面修復（100×100,12箇所）
はつり、アンカーボルト切断後

（耐震連結装置撤去後
　アンカーボルト突出部）

断面修復（100×100,12箇所）
はつり、アンカーボルト切断後

（耐震連結装置撤去後
　アンカーボルト突出部）

断面修復（100×100,12箇所）
はつり、アンカーボルト切断後

（耐震連結装置撤去後
　アンカーボルト突出部）

断面修復（100×100,12箇所）
はつり、アンカーボルト切断後

（耐震連結装置撤去後
　アンカーボルト突出部）
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0.3%
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0

補強材詳細図

250

9
0

75 100 75

250

4
0

5
@
7
5
=
3
75

4
0

4
5
5

連結板詳細図

側面図 断面図

支点

375

703

1470

865

c

補強材

L-FLG

主桁端部

40 5@75=375 40

105

補強材
縦リブ

455

1
0

WEB

d

610
610

h

N=4

 1 -  PL   h  x 32 x   d  

 1 -  PL  610 x 60 x  610 

 2 -   [  250 x 90 x 9 x 13 x 455 (SS400)

24 -  TCB M22 x 90 (S10T)

51 -  TCB M22 x 80 (S10T)

 6 -  BOLT M24 x 60 (1W付)(強度区分 8.8）
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調整プレート

6-BOLT M24 x 60 (1W付)

現場調整PL M24 タップ孔(深さ29mm)(工場孔明)

連結板φ26.5(現場孔明)

平面図
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材料表
項　目 単位 数量 適用

（1基あたり）

上部工連結板 t SM4900.543

上部工補強材 t SS4000.032

TCB
本 S10T24

S10T49本

M22x90

M22x80

B.N  M24x130(2W) 本 強度区分8.86

15

1
5

1
7
0

1
5

380

連結板

現場調整プレート
15 170 15

30 170 30
縦型緩衝ピン

設計移動量
連結板孔径

(mm)

橋軸方向 L1+15=120

橋軸直角方向 L2+15= 30

支承本体

L1=105

L2= 15

調整PL孔径

L1=105

L2= 15

※

120

1204@101.3=405

L0(主桁WEB外面おさえ)

45

1
5
°

1
5
°

45
70 70

15

320

1
5

3
2
0

L6

L
7

45 260 260 45

L5

R

120 L1L2L3L4120100 120 120 100 75

15

(SM490YB)

(SM520C)

連結板 寸法表
B-LINE（下り線）

平均G10 G20

L R L R

L2 120 101.3 101.3 101.3

L3 82.5 101.3 101.3 101.3

L4 82.5 101.3 101.3 101.3

-

-

-

-a

c

d

g

h

L0 812 783 832 838 -

L1 120 101.3 101.3 101.3 -

175.8 34.2 76.7 93.3

675 675 750 750 713

1295 1295 1370 1370 1333

R 500 500 550 550 -

a' 220.8 88.7 117.7 142.3 -

Δa1 94.2 102.2 89.6 95.2 -

Δa2 49.2 47.7 48.6 46.2 -

160 165 160 160

55 65 55 55

-

-

100 130 80 75 -L5

L6

L7

1039 1171 1142 1118

1917 2049 2020 1995

1118

1995

b 485 485 560 560 -

e 415 415 490 490 453

f 975 975 1050 1050 1013

図面の種類

縮　　　尺

設計会社名

施工会社名

事務所名

図面番号図　示

常磐自動車道

久慈川橋耐震補強工事

東日本高速道路株式会社　関東支社

水戸管理事務所

株式会社 長大

茂宮川高架橋P5(B-ライン)

既設変位制限装置撤去工(その４)

茂宮川高架橋 P5(B-ライン)既設変位制限装置撤去工（その４）縮尺 1:15

15

15
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1 6 6／2 0 8
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167／208

1 6 7／2 0 8



168／208

1 6 8／2 0 8



169／208

1 6 9／2 0 8
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1 7 0／2 0 8
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1 7 1／2 0 8
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1 7 2／2 0 8
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1 7 3／2 0 8
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1 7 4／2 0 8



175／208

1 7 5／2 0 8



176／208

1 7 6／2 0 8



常磐自動車道

株式会社　長　大

大森高架橋

P9(タラップ)(A-ライン) 検査路撤去工

図示

久慈川橋耐震補強工事

事務所名

施工会社名

設計会社名

図面の種類

縮　　　尺 図面番号

東日本高速道路株式会社　関東支社

水戸管理事務所

大森高架橋 P9(タラップ)(A-ライン) 検査路撤去工

橋脚 タラップ上り口 ハンチ詳細図 縮尺 1:20, 1:15

既設撤去図
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1 7 7／2 0 8
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1 7 8／2 0 8



縮尺=1:50大森高架橋 A1(A-ライン) 検査路新設工(その２)
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拡幅部手摺曲げ詳細

拡幅部爪先板曲げ詳細
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   但し、ボルト･ナット及び厚さ3.2mm以下の部材は、

   亜鉛の付着量は、JIS H8641 HDZT77とする。

4. 部材は、全て溶融亜鉛めっきとする。

　 HDZT49とする。

   特に鋼板の製作は、再計測後実施すること。

1．施工に当っては、現地調査を行い再確認すること。

注 記

2. 特記なき材質は、全てSS400とする。

3. Uボルト付き(C形)以外のナットは、全て弛み止め

   ナットを使用すること。

新設図

常磐自動車道

久慈川橋耐震補強工事

事務所名

施工会社名

設計会社名

図面の種類

縮　　　尺 図面番号

東日本高速道路株式会社　関東支社

水戸管理事務所

株式会社　長　大

大森高架橋 A1(A-ライン)

検査路新設工(その２)

図示
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1 7 9／2 0 8
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1 8 0／2 0 8
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1 8 1／2 0 8
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1 8 2／2 0 8
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1 8 4／2 0 8
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1 8 5／2 0 8
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1 8 6／2 0 8
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1 8 7／2 0 8
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1 8 8／2 0 8
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1 8 9／2 0 8
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26.5x55長孔
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50“a”
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34
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1
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マンホール詳細

4

M6タップ孔

3
ストッパー

2-L 50 x 50 x 6 x 660

2-L 50 x 50 x 6 x 595

1-Ch.PL 555 x 3.2 x 600(SS400相当品)

6-BN M10 x 30(2-W)

1-L 50 x 50 x 6 x 565

1-ゴム 40 x 3 x 565(工チレンプロピレンゴム)

5-皿ネジ M6 x 8

※ 

1-L 50 x 50 x 6 x 565

1-ゴム 40 x 3 x 565(工チレンプロピレンゴム)

5-皿ネジ M6 x 8

※ 

2-FB 50 x 6 x 50

1-FB 50 x 6 x 50

図示

常磐自動車道

久慈川橋耐震補強工事

株式会社　長大

大森高架橋 P9(A-ライン)

検査路新設工(その５)

大森高架橋 P9(A-ライン) 検査路新設工(その５) 縮尺=1:25

   但し、ボルト･ナット及び厚さ3.2mm以下の部材は、

   亜鉛の付着量は、JIS H8641 HDZT77とする。

4. ※印付部材以外は、全て溶融亜鉛めっきとする。

　 HDZT49とする。

   特に鋼板の製作は、再計測後実施すること。

1．施工に当っては、現地調査を行い再確認すること。

注 記

2. 特記なき材質は、全てSS400とする。

3. Uボルト付き(C形)以外のナットは、全て弛み止め

   ナットを使用すること。

   ボルト径+3mmを標準とする。

5. ボルト孔は、めっき付着量を考慮し、
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1箇所当り部材(設置数:2箇所)

2-PL 30 x 3.2 x 100(SM400A)

3-PIPE φ21.7 x 1.9 x 15(STK400)
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2-皿ネジ M6 x 8
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割ピン詳細 S=1:5

事務所名

施工会社名

設計会社名

図面の種類

縮　　　尺 図面番号

東日本高速道路株式会社　関東支社

水戸管理事務所
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株式会社　長　大
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撤去
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撤去部品

VP150A排水管 L=3962

継手T-2

撤去

継手T-1

撤去

大森高架橋　P3(A-ライン) 排水装置撤去・設置工、新設工 縮尺 1:100

正 面 図

正 面 図

1. 既設取付金具は原則再利用とする。

注記)

2. 現地実測の上、製作の事。

排水装置撤去・設置工、新設工

大森高架橋　P3(A-ライン) 

 3-取付金具 S-1

再設置部品

撤去延長=3.962m

撤去再設置延長=4.354m

新設延長=3.640m

既設撤去図

設置図

事務所名

施工会社名

設計会社名

図面の種類

縮　　　尺 図面番号

東日本高速道路株式会社　関東支社

水戸管理事務所

常磐自動車道

久慈川橋耐震補強工事

図示
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株式会社　長　大
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2-異径伸縮管 J3

4-45°エルボ

2-VP150A 排水管 L=266

新設部品

VP150A排水管 L=24283

再利用部品

2-VP150A 排水管 L=230

1

2

3

4

5

1-曲げ管 T-4

6-ソケット

8-取付金具 S-36

1-VP150A 排水管 L=712

1-VP150A 排水管 L=537

1-曲げ管 T-5

1-曲げ管 T-6
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取外し切断線

取外し切断線
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取付金具再設置

取付金具再設置

取付金具再設置

新設

ソケット4

新設

ソケット4

S-1(2カ所)

S-1(2カ所)

S-1(2カ所)

S-1(3カ所)

取付金具再設置

S-1
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取外し切断線
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取外し切断線
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2-受桝

1-継手T-1

2-継手T-2

6-取付金具S-1

撤去部品

VP150A排水管 L=7554

継手T-2

継手T-1

継手T-2

撤去

撤去

撤去

1447

大森高架橋　P7(A-ライン) 排水装置撤去・設置工、新設工 縮尺 1:125

VP200A排水管 L=1214

排水装置撤去・設置工、新設工

大森高架橋　P7(A-ライン)
再設置部品

10-取付金具 S-1

取外し切断線
取外し切断線

撤去延長=8.768m

撤去再設置延長=24.283m
新設延長=8.582m

既設撤去図 設置図

事務所名

施工会社名

設計会社名

図面の種類

縮　　　尺 図面番号

東日本高速道路株式会社　関東支社

水戸管理事務所

常磐自動車道

久慈川橋耐震補強工事

図示
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大森高架橋 排水装置詳細図(その１) 縮尺 1:25
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製作数：4個
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T-2 VP150A

製作数：2個

T-3 VP150A

製作数：2個

T-4 VP150A

製作数：2個

T-5 VP150A

製作数：2個

J3 異径伸縮管　200Ax150A

製作数：5個

φ164
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φ214
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5
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5
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P3 2
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株式会社　長　大

製作数：24個

A1

A2

 P2,P3,P4R,P5,P6,P7,P8 

【 継手詳細図 】

P9 P9

P9

P9

P9 1

排水装置詳細図（その１）

大森高架橋

【 加工管詳細図 】

事務所名

施工会社名

設計会社名

図面の種類

縮　　　尺 図面番号

東日本高速道路株式会社　関東支社

水戸管理事務所

常磐自動車道

久慈川橋耐震補強工事

図示
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2 0 0／2 0 8



取付金具　S-1
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2-14x30長穴

1-PL 80x4.5x647(SS400)
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取付金具　S-2

新規製作数:2個
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株式会社　長　大

【 取付金具詳細図 】

1.特記なき材質は、全てSS400とする。

注記

2.ナットは全てゆるみ止めナットを使用する。

3.特記なき部材は全て溶融亜鉛めっきとする。

　亜鉛の膜厚量は、JIS H8641 HDZT77とする。

　但し厚さ3.2mm未満の鋼材及びボルト、ナットの

　膜厚は、JIS H8641 HDZT49とする。

大森高架橋 排水装置詳細図(その２) 縮尺 1:25

再設置数

35

A-line　再設置数:35個

新規製作数  再利用数( )  再設置数< >

排水装置詳細図（その２）

大森高架橋

取付金具　S-1-2
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新規製作数:10個  

S-1-2 10

 P2,P3,P4R,P5,P6,P7,P8 

S-2 1 1

事務所名

施工会社名

設計会社名

図面の種類

縮　　　尺 図面番号

東日本高速道路株式会社　関東支社

水戸管理事務所

常磐自動車道

久慈川橋耐震補強工事

図示
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大森高架橋 排水装置詳細図（その３） S=1:50
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1-PL  80 x 6 x 200(SM400A)

2-BN M12 x 40(2-W付)

2-打ち込み式アンカ－ボルト　M12 x 100

1. 特記なき材質は、全てSS400とする。

注記

2. ナットは全て弛み止めナットを使用すること。

3. 部材は、全て溶融亜鉛めっきとする。
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2-PL  80 x 4.5 x 265(SM400A)

1-PL  80 x 4.5 x 165(SM400A)

2-BN M12 x 30(2-W付)

2-打ち込み式アンカ－ボルト　M12 x 100

   但し、ボルト･ナット及び厚さ3.2mm以下の部材は、

   亜鉛の付着量は、JIS H8641 HDZT77とする。

　 HDZT49とする。

4. ボルト孔は、めっき付着量を考慮し、

   ボルト径+3mmを標準とする。

1
2413
5°

166

166 12
4

製作数：2

S=1:2545°エルボ

常磐自動車道

久慈川橋耐震補強工事

事務所名

施工会社名

設計会社名

図面の種類

縮　　　尺 図面番号

東日本高速道路株式会社　関東支社

水戸管理事務所

株式会社　長大

大森高架橋

排水装置詳細図（その３）

図示
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常磐自動車道

株式会社　長大

Ｐ９(Ａ-ライン) 既設耐震連結装置 撤去工

図示

久慈川橋耐震補強工事

事務所名

施工会社名

設計会社名

図面の種類

縮　　　尺 図面番号

東日本高速道路株式会社　関東支社

水戸管理事務所

大森高架橋

構造詳細図 縮尺 1:15 アンカーボルト橋脚位置図 縮尺 1:120

大森高架橋 Ｐ９(Ａ-ライン) 既設耐震連結装置 撤去工(その１)

（その１）

撤去対象箇所

203／208

2 0 3／2 0 8
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正 面 図 S=1:30

P9橋脚

断面修復 (100x100,4箇所 )
はつり、アンカーボルト切断後 

（耐震連結装置撤去後
アンカーボルト突出部)

1
6
5
0

1
5
0
0

断面修復 (100x100,4箇所 )
はつり、アンカーボルト切断後 

（耐震連結装置撤去後
アンカーボルト突出部)

断面修復 (100x100,4箇所 )
はつり、アンカーボルト切断後 

（耐震連結装置撤去後
アンカーボルト突出部)

断面修復 (100x100,4箇所 )
はつり、アンカーボルト切断後 

（耐震連結装置撤去後
アンカーボルト突出部)

G1

P8
P9

36700

G1

G2

G3

G4

平 面 図 S=1:100
1000

300

アンカーボルト切断・断面修復
( パラペット：耐震連結装置用

アンカーボルト部)

2. 施工数量については、現地再確認を行った上、監督職員の承諾を得て決定すること。

現地状況を十分把握し、併せて監督職員の承諾を得た上で実施すること。

1. 図中の補修計画は、既存点検データ、現地踏査に基づくものであるが、工事に際しては

注記

（アンカーボルト切断・断面修復）

大森高架橋 Ｐ９(Ａ-ライン) 既設耐震連結装置 撤去工(その２)
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ガス切断 ※
アンカーボルトφ36

・断面修復100x100 4 箇所 
・はつり 100x100 4箇所

(ポリマーセメントモルタル)

・アンカーボルト切断 4箇所
・はつり 100x100 4箇所

(ポリマーセメントモルタル)

・断面修復100x100 4 箇所 

100 100150

50

350

50250

1
0
0

1
0
0

・断面修復100x100 4 箇所 
・はつり 100x100 4箇所

(ポリマーセメントモルタル)

ガス切断 ※
アンカーボルトφ36

※  アンカーボルト切断面は、断面修復

の際に防錆処理を行うこと。

アンカーボルト切断・断面修復詳細図 S=1:10

N=4

100

5
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6
0
0

5
0
0

5
0

常磐自動車道

株式会社　長大

Ｐ９(Ａ-ライン) 既設耐震連結装置 撤去工

図示

久慈川橋耐震補強工事

事務所名

施工会社名

設計会社名

図面の種類

縮　　　尺 図面番号

東日本高速道路株式会社　関東支社

水戸管理事務所

大森高架橋

（その２）
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側　面　図

平　面　図

大森高架橋 既設用排水溝、舗装撤去・設置工(その１)

図面の種類

縮　　　尺

設計会社名

施工会社名

事務所名

図面番号

東日本高速道路株式会社　関東支社

水戸管理事務所

株式会社　長　大

縮尺 1:500

常磐自動車道

久慈川橋耐震補強工事

図示

大森高架橋

既設用排水溝、舗装撤去・設置工(その１)

STA.
518+

57.3
00

至 水戸

（東京）

P4A P5A

11500

▽ 23.357

(A∇ 23.336)

1
2
9
8
0

2500

9
5
0

300 3007500

2000

▽ 13.620

(A∇ 13.604)

ＦＭ Ｍ

2
0
0
0

1
0
5
0

３径間連続ＲＣホロースラブ

STA.
518+

 1.4
00

7500

1
1
0
0
0

Ｍ

P2A
P3A

5000

1
2
0
0

1300

8000

1
1
4
0
2

1500

Ｆ

A1A

5100
300

600

100
1400

▽ 24.540▽ 24.460

Ｍ

▽ 24.346

350

850

50 56200

100

3x18500=55500

上り線(A-ライン)橋　長　259100

桁　長　184300

支間長　5 x 36700 = 183500

1
7
0
08
0
0

1
1
4
9
2

1
4
8
8

1
5
0
05
0
0

1
8
0
1
8

1
0
0
0 1
5
0
0

2
2
5
1
8

4
7
0
0

　

落橋防止構造

8
5
0

1
0
3
2

3
4
5
0

1
7
9
1
8

至 いわき

450 450

250 250

3
0
0

8
6
6
6

1
2
0
0

9
8
0
0

1
0
1
6
6

1
2
0
0

3
0
0

9
9
0
2

250 250250 250

6
4
2
8

8
6
9
2

9
7
0
1

2473 2473

2000 2000

2188 21881595 2195

1:0.5

　　　

　

6
4
7
3

1
0
0
01
5
0
0

1:
1.
5

4085

▽26.864

▽28.864 1:1.5

45
°

3018 3018 3007

45
° 45°

3007

4
5
°

1:
1.
5

1:1.545°

1:1.5

2824 2824

5
1
9
+
0
0

5
1
8
+
8
0

5
1
8
+
6
0

5
1
8
+
4
0

5
1
8
+
2
0

5
1
8
+
0
0

5
1
7
+
8
0

5
1
7
+
6
0

Y6
78
00

Y6
78
00

Y6
77
50

Y6
77
50

Y6
77
00

X57600

X57650

X57650

X57700

88°
19′

24″

A1B
6000

3000500
1000

1500

1
1
7
3
5

4500 500
1000

1500

7500

P1B
P2B P3B

P4B

A1A

P2A P3A

P5B

8
5
0
0

Ｂ-ライン（下り線）

Ａ-ライン（上り線）

）

20001800

P4A

P5A

2
9
0
0

2
9
0
0

2
9
0
0

2
4
0
0

2
4
0
0

6
0
0
0

6
8
0
0

1
0
0
0
0

6
0
0
0

1
0
0
0
0

6
5
0
0

6000

2500

400
1200

400
1200

400
1200

400
600

400
1200

400
1200

400
1200

400
1200

8
5
0
0

1
9
5
0

1
1
5
0

4
0
0
0

1
9
5
0

1
1
5
0

5
3
5
0

1
0
0
0

1
7
5
0

1750 1750
水路

1
5
6
0

3
5
5
0

1
5
6
0

2188 2187 3018 3000301830001595 2195 3000 3007 7445 3007 3000

1
2
0
0
0

400
1200

400
1200 6

1
0
0

5
5
0
0

2
4
0
0

2
4
0
0

8
5
0
0 5
5
0
0

6
1
0
0

2824

1
5
3
5
8

　

　

　

　

4tトラック

　

水
路

撤
去

復
旧

 
L
=
1
7
.0m

桝
 
N
=
1
箇
所

水
路

撤
去

復
旧

 
L
=
1
8
.0m

桝
 
N
=
1
箇
所

水
路

撤
去

復
旧

 
L
=
9
. 0m

桝
 
N
=
1
箇
所

水路撤去復旧 L=8.0m桝 N=1箇所

用地境界線

用地境界線

道
0
10
5号

線

207／208

2 0 7／2 0 8



側　面　図

平　面　図

図面の種類

縮　　　尺

設計会社名

施工会社名

事務所名

図面番号

東日本高速道路株式会社　関東支社

水戸管理事務所

株式会社　長　大

常磐自動車道

久慈川橋耐震補強工事

図示

大森高架橋

既設用排水溝、舗装撤去・設置工(その２)

大森高架橋 既設用排水溝、舗装撤去・設置工(その２) 縮尺 1:500

STA.
520+

60.1
00

STA.
520+

41.9
50

P6A
P7A

P8A
P9A

A2A

Ｍ

Ｍ Ｍ

Ｍ
ＭＦ

8000

2000

▽ 9.588

(A∇ 9.577) 8500

2000

▽ 10.542

(A∇ 10.554)
10000

▽ 12.005

(A∇ 12.030)

2000

2
0
0
0

1
0
5
0

1
0
5
0

8000

1
7
6
6
4

1
6
0
1
4

▽ 26.084

(A∇ 26.106)

2500

8500

1
2
8
3
4
 
(
1
2
8
2
4
)

▽ 33.000

1400
100

600

300
6100

400
300

17500 300

300 18100 50

単径間ホロースラブ５径間連続非合成鈑桁橋

至 いわき

1
5
0
05
0
0

2
3
5
1
9

1
0
0
01
5
0
0

2
8
0
1
9

1
5
0
05
0
0

2
4
0
2
1

1
0
0
01
5
0
0

2
8
5
2
1

1
5
0
05
0
0

2
4
0
1
7

1
0
0
01
5
0
0

2
8
5
1
7

1
5
0
0 5
0
0

1
1
5
1
4

1
0
0
0 3
1
5
0

支間長　5 x 36700 = 183500

桁　長　184300

下り線(B-ライン)橋　長　277600

　

3
3
2
8

2
3
4
4
6

2
6
3
8

2
3
9
2
1

6
4
8
9

2
4
0
3
6

1
4
0
4
2

至 水戸

（東京）

250 250
250 250

250 250

1:0.5 1:
0.
5

1:0.5 1:
0.
5

1400 2000

2000 2000

　
　

　

　

66 66

400 400

20002000
16841740

20002000
13441293

1:
0.
8

1
0
9
7
9

1:
0.
8

1:0.5

1
2
5
0
0

1226
7687

▽15.555mと仮定

1:2
.0

1:2
.0

P9橋脚工事用道路(現地盤) 勾配27°(1:2.0)

87832000250011329

　

2
7
°

K
A
2
6
-
0

5
1
9
+
4
0

5
1
9
+
2
0

5
1
9
+
6
0

5
1
9
+
8
0

5
2
0
+
0
0

5
2
0
+
2
0

5
2
0
+
4
0

5
2
0
+
6
0

Y6
79
5

Y6
79
00

Y6
79
00

Y6
78
50

Y6
78
50

X57700

X57750

X57750

P6B P7B P8B P9B
A2

88°
40′

17″

1500
1000
500 5500

8500

2
2
4
2
2

1
2
0
6
2

90°
38′

27″

90°
37′

50″

至 いわき

P6A P7A P8A P9A

1
0
0
0
0

6
0
0
0

9
1
0
0

6
5
0
0

1
2
7
2
8

6000
2500

1
0
5
0
0

6
0
0
0

9
1
0
0

6
5
0
0

6000

2500

1
0
5
0
0

6
0
0
0

8
7
3
2

1
0
5
0
0

6
0
0
0

4732

2000
3000

1
0
0
0
0

6
5
0
0

400400
12001200

400
600

400

1
6
0
0

1
0
0
0

1
6
0
0

1
0
0
0

2
0
0
0

1
4
0
0

1
7
5
0

1
7
5
0

1066 1666

資材搬入位置

1
7
1
0

1
7
1
0

210

1200

400
1200

400
1200

400
1200

400
1200

3
5
5
0

1750 1750 1750 1750

▽15.555

2
4
7
7
4

5400 76871226
14313

資
材

搬
入

位
置

3
0 00

4
0
0
0

8
7
8
3

1
4
8
7
4

8
7
8
3

3
2
4
4
0

P9橋脚工事用道路(現地盤) 28977 勾配27°(1:2.0)

11329 25002000 8783

1
4
8
7
4

P8橋脚、P9橋脚施工時歩道切回し

1500

15
00
0

150
00

水路撤去復旧 L=65.0m

桝 N=3箇所

2
3
2
0

R5000

　

9233 8649用地境界線

用地境界線

常
陸

太
田

市
道

43
69
号

線

常
陸
太
田
市
道
43
97
号
線

舗装撤去 t=200mm
A=4.5m2

舗装切断工 t=200mm
L=15.4m

208／208

2 0 8／2 0 8


